
秋秋
のの
拡拡
大大
行行
動動

展展
開開
中中

建
設
長
崎
は
、
第
一
次
拡
大

行
動
を
九
月
十
五
日
か
ら
十
月

十
五
日
ま
で
、
第
二
次
は
十
一

月
一
日
〜
十
二
月
十
日
と
設
定

し
、
秋
期
拡
大
行
動
で
は
年
内

二
五
〇
名
の
拡
大
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

拡
大
行
動
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
未
加
入
者
情
報
を
集
約
す

る
た
め
に
、
分
会
長
、
班
長
の

組
織
配
布
で
「
未
加
入
者
紹
介

カ
ー
ド
」
を
全
組
合
員
に
配
布

し
ま
す
。
未
加
入
者
を
紹
介
し

て
く
れ
た
組
合
員
に
は
粗
品
を

進
呈
し
、
新
し
く
組
合
に
加
入

し
た
方
が
組
合
に
三
カ
月
以
上

加
入
継
続
の
場
合
は
、
更
に
ク

オ
カ
ー
ド
を
紹
介
者
に
進
呈
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
こ
四
〜
五
年
、
組
合
へ
の

新
規
加
入
は
年
間
三
〇
〇
名
〜

三
五
〇
名
、
脱
退
者
は
五
〇
〇

名
〜
五
五
〇
名
と
い
う
状
況
が

続
い
て
お
り
、
加
入
者
よ
り
脱

退
者
が
上
回
り
、
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

本
年
度
の
年
間
拡
大
目
標
三

五
〇
名
必
達
の
た
め
に
は
脱
退

の
慰
留
と
共
に
新
規
加
入
の
開

拓
は
大
変
重
要
で
す
。

未
加
入
者
の
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す

目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
そ

の
十
倍
の
未
加
入
者
宅
訪
問
を

し
、
時
間
を
か
け
て
説
明
し
て

い
か
ね
ば
、
一
朝
一
夕
に
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
加
入
者
情
報
の
集
約
に
あ

た
っ
て
は
、
各
種
講
習
会
や
各

地
域
の
太
子
講
会
や
現
場
で
の

声
掛
け
を
行
う
と
と
も
に
、
組

合
の
魅
力
を
自
信
を
も
っ
て
勧

め
ら
れ
る
よ
う
に
、
役
員
・
活

動
者
を
対
象
に
し
た
組
合
の
内

容
や
業
務
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
一
人
が
十
人
を
拡
大
す
る

よ
り
も
十
人
が
十
人
を
拡
大
」

を
合
言
葉
に
、
皆
の
力
で
一
人

一
人
が
拡
大
を
意
識
し
て
目
標

達
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

青
年
部
・
主
婦
会
の

皆
さ
ん
も
行
動
へ
参
加
を

来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
り
高

齢
者
の
組
合
脱
退
が
危
惧
さ
れ

る
中
、
脱
退
の
慰
留
に
努
め
る

と
と
も
に
若
年
者
に
対
し
て
、

も
っ
と
積
極
的
に
加
入
を
呼
び

か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

青
年
部
の
皆
さ
ん
か
ら
も
組

合
未
加
入
の
仲
間
へ
声
掛
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
主
婦
会
の
皆
さ
ん
も

取
引
先
や
金
物
店
建
材
店
な
ど

に
組
合
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置

い
て
も
ら
う
な
ど
加
入
の
呼
び

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
九
月
二
十
日
か
ら
開
設
し
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

と
あ
わ
せ
て
、
ラ
ジ
オ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
も
十
月
十
日
か
ら
十
一

月
二
十
五
日
ま
で
行
い
ま
す
。

本
年
四
月
に
皆
様
の
ご
支
援

に
よ
り
、
初
当
選
し
た
金
子
三

智
郎
県
議
（
委
員
長
）
は
、
九

月
二
十
一
日
�
午
後
一
時
四
十

分
よ
り
長
崎
県
議
会
議
場
に
お

い
て
、
県
議
会
議
員
と
し
て
初

登
壇
し
、
改
革
２１
を
代
表
し
て

一
般
質
問
。

新
人
と
は
思
え
な
い
気
迫
に

あ
ふ
れ
た
質
疑
を
し
、
傍
聴
席

に
陣
取
っ
た
組
合
員
・
主
婦
、

後
援
会
、
技
能
士
会
、
Ｏ
Ｂ
、

書
記
局
約
九
十
名
が
固
唾
を
の

ん
で
見
守
る
中
、
約
五
十
分
間

熱
心
に
討
議
質
問
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

質
問
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
長
崎
県
の
景
気
浮
揚
と
県

民
の
購
買
力

向
上
策
に
つ

い
て

�
県
独
自
の
大

幅
な
減
税
の

可
能
性

�
購
買
力
向
上

策
と
し
て
の

「
元
気
ば
出

す
（
券
・
県
）
」
の
「
金
券
」

発
行
に
つ
い
て

二
、
公
契
約
条
例
（
公
共
工
事

に
お
け
る
賃
金
等
確
保
条

例
）
制
定
に
つ
い
て

�
低
価
格
で
の
落
札
工
事
で
の
賃

金
支
払
い
の
実
施
に
つ
い
て

�
公
共
工
事
に
お
け
る
労
働
者
の

賃
金
・
労
働
条
件
を
守
る
た
め

の
公
契
約
条
例
の
制
定
を

三
、
国
土
交
通
省
の
「
建
設
産

業
政
策
２
０
０
７
」
に
つ

い
て
「
人
づ
く
り
」
の
観
点

か
ら

�
賃
金
等
の
労
働
条
件
等
の
悪
化
、

若
年
労
働
者
の
新
規
入
職
の
減

少
の
現
状
と
対
応

�
建
設
業
就
業
者
の
高
齢
化
と
人

口
減
少
に
よ
る
将
来
の
担
い
手

不
足
へ
の
対
応

�
技
術
・
技
能
の
円
滑
な
承
継
に

対
す
る
懸
念

四
、
将
来
人
口
推
移
と
介
護
保

険
の
団
塊
の
世
代
へ
の
対
応

�
介
護
福
祉
士
の
就
労
状
況

�
今
後
十
年
間
の
充
足
予
測

�
介
護
現
場
で
働
く
人
達
の
実
態

は
�
介
護
現
場
の
離
職
率
の
高
さ
に

対
す
る
対
応
は

�
今
後
の
介
護
体
制
を
確
立
す
る

た
め
の
方
策

五
、
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た

教
職
員
の
勤
務
実
態
調
査
の

結
果

�
長
崎
県
の
教
育
現
場
の
時
間
外

労
働
時
間
の
実
態

�
労
働
安
全
衛
生
体
制
の
確
立
の

状
況

県
議
会
初
の
一
般
質
問
﹇
金
子
三
智
郎
県
議
﹈
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労働安全大会
［長崎・県央地区］

日時：１１月９日�
午後７時開会

会場：ウェルシティ長崎
（旧厚生年金会館）

労働災害の撲滅、事業所の安全意識の向上のため
労働安全大会を開催します。

賃金の不払い・
労働災害など
相談を受付けます。

日時：１１月２５日�午前１０時～午後２時
電話：組合本部（０９５－８６２－７１２１）
当日は、電話のみの相談となります。

建設労働１１０番

October
No.508
２００７年１０月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

お得意先回り行動の
お知らせ

◎と き 平成１９年１１月１８日�
午前９時～

◎ところ 支部事務所集合

九
月
定
例
県
議
会

９／１５�１０／１
５

１１／１�１２
／１０

10

聞きとり・拡大行動に集まった浦上西支部の仲間

未加入者紹介カード

建 設 長 崎

傍聴席で聞き入る組合員・主婦の皆さん

壇上で質問をする金子県議（委員長）

１ 毎月１回１５日発行 ２００７年（平成１９年）１０月１５日発行建 設 長 崎第５０８号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）�
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果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

九
月
二
日
�
深
堀
団
地
内

に
お
い
て
市
南
支
部
住

宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
今
に
も
雨

が
降
り
だ
し
そ
う
な
空
で
、
途

中
土
砂
降
り
に
な
る
時
も
あ
り
、

人
が
来
て
く
れ
る
か
心
配
で
し

た
が
、
チ
ラ
シ
を
ま
い
た
効
果

が
あ
っ
た
の
か
、
近
所
の
人
が

包
丁
を
も
っ
て
訪
れ
て
く
れ
ま

し
た
。

そ
の
包
丁
を
、
待
っ
て
ま
し

た
、
と
ば
か
り
に
組
合
員
さ
ん

が
見
事
に
研
ぎ
上
げ
て
い
き
ま

す
。
中
に
は
ひ
ど
く
錆
び
た
物

や
、
刃
こ
ぼ
れ
が
ひ
ど
い
物
が

あ
り
、組
合
員
さ
ん
も「
こ
り
ゃ

無
理
じ
ゃ
な
か
ね
」
と
言
い
な

が
ら
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ
、
な
ん

と
か
研
ぎ
上
げ
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
住
宅
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
八
十
一

本
の
包
丁
を
研
ぎ
上
げ
、
地
域

の
方
に
奉
仕
を
す
る
と
同
時
に
、

建
設
長
崎
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

（
古
井
）

西
山
分
会
住
宅
デ
ー

九
月
十
六
日
�
台
風
の
接

近
で
天
気
が
心
配
さ
れ

る
曇
り
空
の
下
、
中
央
支
部
で

は
毎
年
恒
例
の
西
山
分
会
の
住

宅
デ
ー
を
組
合
員
・
主
婦
会
合

わ
せ
て
十
六
名
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
頂
き
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
待
ち

に
待
っ
た
地
区
の
皆
さ
ん
が
来

て
下
さ
り
、
一
本
一
本
丁
寧
に

手
で
研
が
れ
て
切
れ
味
鋭
く

な
っ
た
包
丁
や
、
匠
の
技
で
新

品
同
様
に
ツ
ル
ツ
ル
に
削
ら
れ

た
マ
ナ
板
を
受
け
取
り
、
満
足

そ
う
な
笑
顔
で
感
謝
と
労
い
の

言
葉
を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
多
忙
の
中
、
金
子

委
員
長
も
朝
か
ら
激
励
に
来
て

頂
き
、
奥
様
も
主
婦
会
の
一
員

と
し
て
受
付
を
手
伝
い
な
が
ら

し
っ
か
り
と
地
域
住
民
と
の
交

流
も
図
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
成
果
の
方
で
す
が
、

今
回
は
九
十
六
本
の
包
丁
研
ぎ

と
十
四
枚
の
マ
ナ
板
削
り
を
行

い
、
若
干
客
足
が
途
絶
え
た
時

間
帯
も
あ
り
ま
し
た
が
、
終
了

後
に
は
参
加
者
全
員
で
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
中
で
賑
や
か
な
奉
仕
活

動
が
行
え
ま
し
た
。

（
西
山
分
会
長
馬
渡
）
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●
時
津
連
合
分
会

西
彼
支
部
で
は
時
津
連
合

分
会
が
、
八
月
二
十
六

日
�
に
、
夏
祭
り
会
場
と
な
っ

て
い
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

で
恒
例
の
『
住
宅
デ
ー
（
包
丁

研
ぎ
・
親
子
木
工
教
室
）』
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
太
陽
の
強
い
日
射

し
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
暑
さ
の
な
か
、

水
分
補
給
を
し
つ
つ
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
、
包
丁
を
一
本
ず

つ
丁
寧
に
研
ぎ
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
親
子
で
行
う
す
の
こ

作
り
で
は
、
か
な
づ
ち
で
釘
を

打
つ
音
が
響
く
な
か
、
お
父
さ

ん
と
一
緒
に
作
っ
た
す
の
こ
を

子
供
さ
ん
が
嬉
し
そ
う
に
、
大

事
に
抱
え
て
持
ち
帰
っ
て
い
ま

し
た
。

参
加
者

組
合
員

三
十
名

主
婦
会

七
名

包
丁
研
ぎ

七
十
七
本

木
工
教
室

百
五
十
組（

城
下
）

好好
評評
のの「「
包包
丁丁
カカ
ババ
ーー
」」

●
長
与
連
合
分
会

九
月
二
日
�
に
は
、
長
与

連
合
分
会
が
農
協
撰
果

場
に
て
開
催
。

当
日
は
天
気
が
気
に
な
る
あ

い
に
く
の
な
か
『
包
丁
研
ぎ
』

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し

た
。
次
々
と
集
ま
る
包
丁
は
、

組
合
員
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
手
に

よ
り
、
一
本
ず
つ
丁
寧
に
研
ぎ

あ
げ
ら
れ
、
研
ぎ
あ
が
っ
た
包

丁
に
は
、「
こ
れ
は
よ
か
」
と

皆
さ
ん
が
感
心
し
た
主
婦
会
手

作
り
の
『
包
丁
カ
バ
ー
』
が
か

ぶ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

途
中
、
大
雨
と
テ
ン
ト
を
飛

ば
す
勢
い
の
風
が
吹
き
、
一
時

大
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
雨
も
や
み
受
付
け
た
包
丁

を
研
ぎ
あ
げ
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者

組
合
員

二
十
一
名

主
婦
会

三
名

包
丁
研
ぎ

二
二
三
本

ま
な
板
削
り

三
枚

（
城
下
）

九
月
三
十
日
�
大
浦
支
部

で
は
組
合
員
・
主
婦
会

二
十
名
の
参
加
で
恒
例
の
居
留

地
ま
つ
り
に
協
賛
し
て
の
住
宅

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
パ
ラ

つ
く
生
憎
の
空
模
様
で
し
た
が
、

開
始
時
間
前
に
は
当
日
の
予
報

通
り
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
来
客

者
も
受
付
開
始
前
か
ら
昨
年
同

様
に
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大

盛
況
振
り
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
急
な
出
張
で

参
加
で
き
な
か
っ
た
工
藤
支
部

長
の
変
わ
り
に
中
央
支
部
の
坂

口
支
部
長
、
内
野
副
支
部
長
、

太
田
さ
ん
親
子
に
休
日
で
ご
多

忙
の
中
に
も
係
わ
ら
ず
快
く
応

援
に
駆
け
つ
け
て
頂
き
、
三
百

六
本
の
包
丁
を
慌
た
だ
し
く

せ
っ
せ
と
研
い
で
頂
い
た
お
陰

で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
木
工
教
室
の
方
も

時
間
の
経
過
と
共
に
徐
々
に
人

足
が
増
え
て
、
お
昼
過
ぎ
に
は
、

い
つ
の
間
に
か
予
定
し
て
い
た

三
十
組
の
本
立
て
が
終
了
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
の
反
省
を
踏
ま

え
、
事
前
に
支
部
委
員
会
で
も

何
回
か
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て

色
々
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
開

催
し
た
結
果
、
何
と
か
無
事
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
若
干
の
疲
労
感
を
漂

わ
せ
な
が
ら
も
安
堵
の
表
情
で

解
散
さ
れ
ま
し
た
。

（
大
賀
）

中央支部

西彼支部

市
南
支
部

西
彼
支
部

居居居居
留留留留
地地地地
祭祭祭祭
りりりり
住住住住
宅宅宅宅
フフフフ
ェェェェ
アアアア

大浦支部

西
山
分
会
参
加
者

（
敬
称
略
）

坂
口

忠
義

内
野

幸
雄

田
森

勝

宇
土

満

山
下

廣
造

山
本

孝
義

山
崎

増
雄

山
田

哲
也

馬
渡

正
幸

川
原

亀
喜

手
水

鐵
吉

馬
渡
ヒ
ロ
子

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

内
野

計
子

金
子
喜
久
枝

長
与
連
合
分
会
参
加
者

（
敬
称
略
）

山
口

政
好

尾
崎

光
生

岩
崎
喜
三
郎

小
串

民
雄

岩
木

信
義

岩
永

勝
弘

迫

貴
幸

沼

則
雄

濱
本

孝
博

岩
永

亀
雄

松
林

満
男

福
本

勝
義

佐
舗

洋

尾
�

由
盛

加
賀
江
岩
太
郎

浦
田

克
孝

溝
上

智
志

中
村

秀
徳

井
手

保

嶋
本

清
孝

尾
崎

勝

岡
�
ア
イ
子

松
林
嘉
代
子

濱
本

静
香

時
津
連
合
分
会
参
加
者

（
敬
称
略
）

井
手

保

濱
本

勝
之

川
久
保
博
幸

石
田

正

林
田

浩
治

中
尾

豊

若
杉

秀
明

尾
崎

勝

城
谷

栄
光

一
瀬

修

嶋
本

清
孝

久
保

淳
一

堀
口

留
喜

砂
川
健
二
郎

�
木
栄
八
郎

川
林

満

森

巽

草
貫

義
弘

廣
田

鹿

織
田

楙
也

松
野

春
男

植
田

勝
次

波
戸
口
利
未

山
上

兼
吉

菅
高

秀
明

前
島

武
夫

浦
馬
場
幾
男

小
串

民
雄

尾
�

由
盛

松
林

満
男

溝
上

啓
子

濱
本

久
枝

一
瀬

博
子

平
山

節
子

植
田
ヤ
ス
エ

末
武

京
子

前
島

ス
ズ

大
浦
支
部
参
加
者

（
敬
称
略
）

田
上

義
高

北
村

五
男

諸
山

克
吉

竹
崎

初
雄

梅
澤

利
久

竹
市

幸
信

川
原
喜
久
雄

伊
藤

嘉
典

安
達
九
州
男

小
牧

龍
生

平
山

宏
三

小
野

義
龍

安
達

三
次

中
村

英
則

太
田

俊
一

佐
々
木
秋
子

小
淵

�
子

坂
口

忠
義

太
田

寿
俊

内
野

幸
雄

市
南
支
部
参
加
者

（
敬
称
略
）

中
島

直
人

山
本

秀
夫

小
泉

雄
義

小
宮

清
治

葛
島

俊
幸

渕
田

厚
男

小
松

満
喜

太
田

武
造

�
平

増
男

山
口

忠
幸

江
崎

雪
夫

山
下

俊
之

森
岡
フ
サ
エ

山
下
八
千
代

犬
塚

幸
子
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大
浦
支
部
青
年
部
で
は
九

月
八
日
〜
九
日
に
熊

本
・
大
分
方
面
へ
一
泊
二
日
で

旅
行
会
を
開
催
。
計
画
を
立
て

て
も
中
々
、
仕
事
の
都
合
で
行

け
ず
に
今
回
の
開
催
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
人
数
が
少
な
か
っ

た
の
も
あ
り
、
自
由
に
行
き
先

を
考
え
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

初
日
は
、
大
分
県
九
重
夢
大

吊
橋
へ
向
か
い
見
学
。
橋
か
ら

は
滝
や
、
渓
谷
な
ど
景
色
も
す

ば
ら
し
く
、
橋
と
土
台
を
繋
ぐ

ワ
イ
ヤ
ー
の
接
続
部
は
、
こ
ん

な
小
さ
な
部
品
で
も
、
橋
を
支

え
る
た
め
に
重
要
な
役
目
を
果

た
し
て
い
る
の
だ
と
感
心
を
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
三
名
城
の
熊

本
城
ま
で
向
か
い
ま
し
た
。
お

城
で
は
「
自
分
じ
ゃ
こ
う
言
う

の
は
造
れ
な
い
な
〜
、
造
れ
る

よ
う
に
な
る
か
な
」
と
話
し
な

が
ら
最
上
階
ま
で
上
り
ま
し
た
。

熊
本
市
内
が
遠
く
ま
で
見
渡
す

こ
と
が
で
き
熊
本
ま
で
来
た
と

い
う
実
感
が
沸
き
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
で
は
、
建
造
物

の
勉
強
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な

く
美
味
し
い
物
も
た
く
さ
ん
食

べ
充
実
し
た
旅
行
に
な
り
ま
し

た
。

（
原
田
）

暑
い
夏
が
や
っ
と
過
ぎ
、
い

く
ぶ
ん
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
日
中
は
二

十
八
度
を
越
す
気
温
を
示
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
方
に

は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

議
会
開
会
前
後
と
な
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
入
り
込
み

ま
す
。

九
月
四
日
、
連
合
長
崎
と
の
定

期
協
議
会
、
連
合
を
通
し
て
の

請
願
や
陳
情
や
意
見
書
を
協
議

し
ま
す
。

九
月
五
日
、
県
土
木
委
員
会
と

建
設
業
界
代
表
者
と
の
会
議
。

九
月
六
日
〜
七
日
、
経
済
労
働

委
員
会
県
内
視
察（
県
北
方
面
）

九
月
十
一
日
、
観
光
議
員
連
盟

視
察
（
諫
早
・
長
崎
方
面
）

九
月
十
三
日
、

本
会
議
開
会

九
月
十
五
日
、

魅
力
あ
る
都
市

づ
く
り
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
。前

半
だ
け
で

こ
れ
だ
け
、
他

に
一
日
に
二
つ

三
つ
と
こ
な
し

て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
ご
教
示

願
い
ま
す
。

県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
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活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

八
月
二
十
六
日
�
大
村
子

供
の
家
敷
地
内
で
、
青

年
部
主
催
に
よ
る
、
青
年
部
住

宅
デ
ー
（
大
村
子
供
の
家
奉
仕

活
動
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
五
十
一
名
の
子
供

た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
真
夏

の
陽
が
降
り
注
ぐ
炎
天
下
で
し

た
の
で
、
熱
射
病
等
に
な
ら
な

い
よ
う
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、

そ
の
中
で
作
品
が
作
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
は
「
プ
ラ
ン

タ
ー
」「
傘
立
て
」「
棚
」で
、子
供

た
ち
は
青
年
部
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
一
生
懸
命
、
夏
休
み

の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
青
年
部
の
継
続

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
回
で
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
も
大
盛
況
で
し
た
が
、
来

年
も
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
見

る
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
立
野
）

浦
上
東
支
部
青
年
部
で
は
、

青
年
部
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
、
支
部
管
内
の
公
園

の
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
う
こ
と

を
定
例
会
で
決
定
し
、
早
速
一

回
目
の
活
動
と
し
て
、
九
月
十

六
日
�
に
泉
町
公
園
の
清
掃
と

草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

朝
九
時
に
支
部
事
務
所
に
集

合
し
、
各
自
ホ
ウ
キ
や
ゴ
ミ
袋
、

鎌
な
ど
を
手
に
公
園
へ
向
か
い
、

落
ち
葉
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の

ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
、
伸
び
た
雑

草
を
取
り
除
い
た
り
し
ま
し
た
。

約
二
時
間
ほ
ど
額
に
汗
し
な

が
ら
取
り
組
ん
だ
結
果
、
ゴ
ミ

七
袋
分
が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
公
園
に
来
る
人
が
殆

ど
な
く
、
あ
ま
り
建
設
長
崎
の

ア
ピ
ー
ル
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
は
活
動
場
所
も

広
げ
て
、
公
園
だ
け
で
な
く
、

道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
等
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
古
井
）

九
月
二
十
九
日
�
か
ら
三

十
日
�
に
か
け
て
市
南

支
部
で
は
大
分
九
重
・
熊
本
阿

蘇
方
面
へ
の
支
部
旅
行
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
大
分
の
ビ
ー
ル

工
場
を
見
学
し
た
後
、
昼
食
を

済
ま
せ
、
今
回
の
旅
行
の
メ
イ

ン
で
も
あ
る
九
重
夢
大
吊
橋
を

渡
り
に
行
き
ま
し
た
。
土
曜
と

い
う
こ
と
も
あ
り
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
橋
の
前
で

記
念
撮
影
を
し
、
早
速
、
大
吊

橋
を
わ
た
る
と
、
そ
の
高
さ
に

驚
き
な
が
ら
も
、
橋
か
ら
見
え

る
滝
や
山
々
の
景
色
に
目
を
奪

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

夜
は
、
阿
蘇
の
温
泉
に
ゆ
っ

く
り
つ
か
っ
た
後
、
ホ
テ
ル
の

食
時
を
堪
能
し
な
が
ら
、
酒
を

酌
み
交
わ
し
、
お
互
い
に
親
睦

を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
白
川
水
源
に
行

き
、
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
清

ら
か
な
水
を
味
わ
い
、
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
に
水
を
汲
み
持
ち
帰
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
猿
回
し
劇
場
で

可
愛
ら
し
い
猿
と
人
間
の
息
の

合
っ
た
芸
を
楽
し
み
、
お
お
い

に
笑
っ
た
後
、
阿
蘇
フ
ァ
ー
ム

ラ
ン
ド
で
昼
食
と
お
土
産
な
ど

の
買
い
物
を
す
ま
せ
て
、
出
発

前
よ
り
か
な
り
多
く
な
っ
た
荷

物
を
手
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

今
回
久
し
ぶ
り
の
支
部
旅
行

は
、
組
合
員
・
家
族
あ
わ
せ
て

二
十
六
名
の
参
加
で
し
た
が
、

日
頃
の
忙
し
さ
を
忘
れ
、
充
分

楽
し
み
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

（
古
井
）

久久久久
重重重重����
夢夢夢夢
����大大大大
吊吊吊吊
橋橋橋橋
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学学学学
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市
南
支
部

県
議
会
だ
よ
り
５

大村支部

青年部

青青
年年
部部
でで
清清
掃掃
奉奉
仕仕
作作
業業

浦
上
東
支
部

（
敬
称
略
）

金
子

嘉
和

田
崎

順
一

吉
田

光
夫

佐
藤

正
知

材
木

賢
一

森

正
輝

松
田

隆
人

野
口

耕
平

青年部
佐世保高等技術専門校を視察する金子県議

大
村
支
部
参
加
者

（
敬
称
略
）

高
取

征
治

副
島

俊
哉

伊
藤

光
廣

前
田

悟
司

大
戸

裕
二

泉

伸
吾

上
野

義
弘

金
水

誠

福
田

通

原
口

正
信

上
村

良
一

伊
藤

一
廣
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非常に強い�
アフラックの�
保険財務力格付け�
（スタンダード＆プアーズ/平成19年6月現在）�

・保険財務力格付けは、保険金支払いの能力に対する格�
　付会社の意見を表しています。�
・格付けは現在の情報に基づいており、将来的には変化�
　する可能性があります。�

主
婦
会
だ
よ
り
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九
月
三
日
�
中
央
支
部
主
婦

会
は
「
ネ
ク
タ
イ
で
作
る
ポ

シ
ェ
ッ
ト
」
に
ト
ラ
イ
し
て
み

ま
し
た
。
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
に
想

い
出
の
つ
ま
っ
た
ご
主
人
の
ネ

ク
タ
イ
を
一
本
持
っ
て
、
支
部

事
務
所
に
集
ま
り
、
若
杉
ア
イ

子
さ
ん
と
若
杉
ヤ
ス
エ
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ま
ず
ポ

シ
ェ
ッ
ト
の
ふ
た
に
な
る
巾
の

一
番
広
い
部
分
を
裁
断
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

袋
の
形
に
な
っ
て
い
き
、
紐
を

通
し
た
ら
世
界
で
た
っ
た
一
つ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト

の
完
成
で
す
。
最
近
は
裁
縫
を

す
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
針
に
糸
を
通
す
の
に

も
一
苦
労
で
し
た
が
、
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

（
中
央
支
部
の
妻
た
ち
）

長崎学院受講生募集講習期日 全９回

講習時間 午後６時３０分～

午後９時００分まで

受付期間 開講１週間前までに持

参か郵送又は FAXに

てお申込下さい。

但し、定員１０名になり次第締め

切りとさせて頂きますので、ご了

承下さい。また、多くの方に受講

してもらう為、キャンセルされる

場合には、必ず事前にご連絡くだ

さい。

受 講 料 ３，０００円

職業訓練の一環として、パソコン講座を開講します。
ご希望の方は支部窓口にてお申込み下さい。

平成１９年１１月１９日より開始

［問い合わせ］ 各支部事務所又は長崎県建設技術専門学院本部（TEL０９５‐８６１‐９２６１）

長
建
国
保
で
は
、
組
合
員
及
び
家
族
の
健

康
保
持
増
進
を
図
る
た
め
「
指
定
温
泉
利

用
料
金
の
割
引
及
び
補
助
制
度
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利

用できます。

利用料金の補助
小人料金には、割引はありません。

補助券により、割引料金より更に安い料金で利
用できます。

利用方法
� 割引を受ける場合

健康保険の被保険者証又は、建設長崎の会員
証（MEMBERS CARD）を指定温泉の受付に提
示してください。

� 補助を受ける場合（小人料金には補助はあり
ません）
建設長崎の支部事務局で補助券をもらって、

補助券を指定温泉の受付に提出してください。
補助券の交付は一世帯あたり１２枚を限度としま
す。

� 実施期間 平成１９年４月１日から平成２０年３
月３１日まで

� 補助券は他人に譲渡したり、不正に利用した
場合は、補助券を返還していただきます。

※ご確認ください
◎この資料は、記載の保険（プラン）の概要を説明し

ております。保障の開始と期間、保険料、解約払戻

金などの詳細については、ご検討の際にお渡しする

パンフレットや「ご契約のしおり・約款」にてご確

認ください。

◎お仕事の内容やご健康状態などによってはお申込み

をお引受けできない場合などがあります。

【個人情報の取扱に関する案内】
資料請求いただいたお客様の個人情報は、当社が委託を受けている生命保険会社・損害保険会社の各種商品やサービスの案内・提供・

維持管理を行うため利用させていただきます。
なお、当社における個人情報の取扱い及び当社が委託を受けている保険会社の範囲、あるいは、利用目的の通知、開示・訂正・削除等

については、ホームページ（http://www.ki‐ra‐ra.jp/）の「個人情報保護方針」をご覧いただきますようお願い申し上げます。
【個人情報に関するお問合せ窓口】
きらら保険サービス株式会社 お客様満足推進室 シニアマネージャ 連絡先 TEL：０９‐３５６４‐７７５２ e‐mail：privacy@ki‐ra‐ra.jp

がんの場合 １００万円
上皮内新生物の場合 １０万円
１日につき １０，０００円
１回につき ２０万円

１回につき １５万円

１日につき ５，０００円

１日につき ５，０００円

技術料に応じて ６～１４０万円
一時金として １０万円

１日につき（最高１８０日）５，０００円

１０万円（がん以外で死亡のときは５万円）

初めて
診断確定されたとき
入院したとき
手術したとき
２０日以上の継続入院後
在宅療養したとき
５日以上の継続入院後
通院したとき
特定のがん治療で
通院したとき
先進医療をうけたとき
在宅末期医療を開始したとき
在宅末期医療を開始した日から
ケアを継続してうけているとき
がんで死亡したとき

が
ん（
悪
性
新
生
物
）の
保
障

・
上
皮
内
新
生
物
の
保
障

が
ん（
悪
性
新
生
物
）

の
保
障

女性

２，９００円

３，９０９円

５，２４０円

７，０８８円

男性

２，９００円

３，９０９円

５，２４０円

７，０８８円

契約年齢

３０歳

４０歳

５０歳

６０歳

組 合 員 の 皆 様 へ

団体扱がん保険
の ご 案 内
●保険料一部抜粋（ご本人コース）
【保険料払込期間：終身】団体取扱・月払
（２００７年９月２日現在）

それぞれ１回限り

日数無制限

回数無制限

往診も含む

往診も含む

《お申込方法》 きらら保険サービス 九州支店までご連絡願います。

フリーダイヤル０１２０－１９１－４５５
※なお、お申込の際に、長崎県建設産業労働組合の組合員様であることをお申し付けください。

スペシャルプラン（解約払戻金あり）
保険期間：終身・契約年齢：満３歳～満８０歳（ご本人コース）２２１１世紀がん保険

■引受保険会社■

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社） 福岡東支社
〒８１２‐００１８ 福岡市博多区住吉１‐２‐２５ キャナルシティ・ビジネスセンタービル１０Ｆ

TEL（０９２）２８１‐６７１６ FAX（０９２）２８１‐７３６０

■募集代理店（アフラックは代理店制度を採用しております）

きらら保険サービス株式会社 九州支店
〒８１２‐００１１ 福岡県福岡市博多区博多駅前１‐４‐４ JPR博多ビル

フリーダイヤル ０１２０‐１９１‐４５５

設 備

バイブラ・ジェットバス、露天檜風呂、滝湯、電気風呂、漢方薬
湯、寝風呂、展望足浴、赤外線サウナ、レストルーム、プール

大浴場、露天風呂

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、
サウナ、寝湯、憩室

屋久杉風呂、檜風呂、露天風呂、
サウナ、（岩盤浴－別料金）

全身浴、露天風呂、圧注浴、寝湯、
サウナ、休憩室

露天風呂、ローマ風呂、檜風呂、
寝風呂、ジャグジーバス、サウナ、
家族風呂、リラクゼーション

露天風呂、展望風呂、タル風呂、水風呂、サ
ウナ、薬草風呂、海草風呂、ジャグジー風呂

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェッ
トバス、寝湯、塩サウナ、家族風
呂、シェイプアップバス

所在地及び電話番号

長崎市曙町３９‐３８
０９５‐８６２‐５５５５

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２‐１
０９５‐８８７‐４１２６

長崎市野母町６９２‐１
０９５‐８９３‐１１３３

雲仙市小浜町雲仙３２０
０９５７‐７３‐３１３１

佐世保市崎岡町８５３‐１２
０９５６‐３９‐４８００

佐世保市
谷郷町５‐３２
０９５６‐２３‐６１７０

平戸市川内町５５
０９５０‐２３‐２１１１

大村市
森園町６６３‐３
０９５７‐５０‐１１２６

利用者負担
５００円
４８０円
９００円
７００円
３００円
１００円
２００円
４００円
４００円
３００円
３００円
６００円
４００円
２００円
３００円
３００円
２５０円
３００円
２００円

補助券の額
３００円
－

３００円
－
－

３００円
－

３００円
－

３００円
－

３００円
－
－

３００円
－

３００円
－
－

割引後の料金
８００円
４８０円

１，２００円
７００円

割引なし
割引なし
割引なし
７００円
４００円

割引なし
割引なし
９００円

割引なし
割引なし
６００円
３００円
５５０円

割引なし
割引なし

規定料金
１，０００円
６００円

１，８００円
９００円
３００円
４００円
２００円
８００円
５００円
６００円
３００円

１，０００円
４００円
２００円
８００円
４００円
６５０円
３００円
２００円

利 用 区 分
大人（中学生以上）

小人（３歳以上小学生以下）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（３歳以上）
大人（中学生以上）

小人（４歳以上小学生以下）
大人（中学生以上）

小人（４歳以上小学生以下）
大人（高校生以上）

小人（３歳以上中学生以下）
大人（中学生以上）
小人（小学生以上）
幼児（４歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）

大人（中学生以上）
小人（小学生以上）
幼児（３歳まで無料）

指定温泉名称

イオス

長崎温泉
喜道庵

海の健康村
陽の岬温泉

雲仙スパハウス

ウェルサンピア
佐世保

万松楼
弁天の湯

千里ケ浜温泉
ホテル蘭風

サンスパおおむら
ゆの華

基本操作 起動、終了、マウス、フロッピー操作等
ワープロソフトの操作（入力と文書作成）

ワード２００３基本操作（入力と文書作成）、挨拶文
写真の取り込み、地図作成等

EXCEL２００３基本操作 表計算機能と活用
集計データ抽出及びグラフ作成等

第１ 入 門

第２ ワ ー ド

第３ エクセル
中
央
支
部

AF２０９－２００７－０１１６ ７月１２日

講習内容

●指定温泉利用料金表

想い出のいっぱいつまったご主人のネクタイを持ち寄って

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５０８号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００７年（平成１９年）１０月１５日発行


